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前年比 前年実績比 前年比
大型 170,113 ㎥ 109.0% 190,000 ㎥ 110.7% 引合 113,729 ㎥ 95.8%
小型 23,614 ㎥ 101.9% 25,000 ㎥ 106.0% 成約 100,044 ㎥ 108.6%
計 193,727 ㎥ 108.0% 215,000 ㎥ 110.1% 契残 3,720,077 ㎥ 96.3%

（出荷数量） （引合、成約、契残）
９月（実績）１０月（月初想定）９月（実績）

西森 幸夫
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 「海に浮かぶ巨大な廃墟」と言えば

そう軍艦島です。戦艦「土佐」にその

シルエットが似ていることから、こ

う呼ばれています。⾧崎港の沖合に

ある小さな海底炭鉱の島で正式名称

は端島（はしま）といい、1890 年に

三菱社が旧鍋島藩主から買収し、炭

鉱開発が本格化しました。良質な石

炭を産出し、近代日本のエネルギー

供給を支えるとともに採掘と居住区

の拡大に伴い島そのものが炭鉱都市

となっていきました。その後、石油へ

の燃料転換の波を受け 1974 年に閉

山、無人島となり、建物群が急速に老

朽化していきました。 

私は 2017 年 12 月に業界の方と⾧

崎を訪れ、初めての挑戦で上陸する

ことができました。中々ラッキーな

ことのようです。40 分程度の乗船中

島に近づくにつれ全島がコンクリー

ト建築で埋まる姿は正に軍艦島と形

容するのに相応しいと実感しました。 

 

 

 

 

 

 

上陸後の見学において、高層のコン

クリート建築物が朽ちていく姿の圧

倒的な迫力と往時の暮らしの痕跡が

色濃く残る姿に深く感銘を受けまし

た。 

2024 年に軍艦島の炭鉱を描いた

「海に眠るダイヤモンド」というド

ラマが放映されましたが、スマホに

残した軍艦島の写真を周囲に見せて

自慢したりしていました。2025 年 12

月に夫婦で⾧崎を旅行することにな

り、これまた幸運にも軍艦島上陸を

果たすことができました。8 年を経

過した建築物はさらに老朽化が進行

していました。海水が建築物に浸透

し、内部の鉄筋が錆びて膨張してい

る様子が肉眼でも確認でき、前回は

あった建物の床が抜けているものも

あり「崩れ行くものの美しさ」を感じ

ることができました。 

現在は⾧崎市が完全な復元ではな

く廃墟としての保存を基本方針に護

岸や主要構造物の補強・保存に努め

ているそうです。 

是非とも生コンクリート業界の方

々は軍艦島を訪れて頂きたいと思い

ます。鉄筋コンクリート造の構造物

が老朽化していくプロセスを感じる

ことができます。 

（城北小野田レミコン㈱ 

取締役相談役） 

今月のなまリンちゃんは案山子（かかし）

【理事交代】　9月28日付

氏名 組合員名

就任 加藤 清志 東京ﾄｸﾔﾏｺﾝｸﾘｰﾄ㈱

退任 佐藤 敬治 東京ﾄｸﾔﾏｺﾝｸﾘｰﾄ㈱

国土交通省では、建設生産システム

全体の生産性向上を図り魅力ある建設

現 場 を 目 指 す 取 組 と し て 、 i-

Constructionを推進しています。その活

動の中で（一社）日本建設業連合会から、

生コンクリートの納入伝票などを電子

化する「生コン情報の電子化」の提案が

取り上げられ、現在、国土交通省直轄工

事で試行しながら本格運用に向けた検

討がなされています。当協組にも、全国

生コンクリート工業組合・協同組合連

合会（以下、全生連と略記）を通して依

頼があり協力してまいりましたが、施

工者目線のシステムで、生コン工場の

作業改善には繋がりにくいものでした。

この様な動きが進む中で、様々な建設

会社から当協組へのシステム作成要望

が高まり、生コン業界としても人手不

足などから働き方改革の要求が高まっ

たことを受け、ワーキンググループ（以

下、WG と略記）を発足することにいた

しました。 

電子化に取り組む対象としては、生

コンクリートの基本規格である JIS A 

5308 に記載されている中の、レディー

ミクストコンクリート配合計画書と納

入書を対象としました。検討方針とし

ては、WG のメンバーには、工場で実際

に配合計画書の作成実務を担当されて

いる方などを中心に集め、実際の作業

の中で苦労している所や改善したいポ

イントを確認し、先ずは生コン工場と

登録販売店の労力削減を大前提にシス

テム化を図り、その上で生コンクリー

トのユーザーである建設現場で使用さ

れるシステムと連携させる事を考えて

います。現時点での WG メンバーは、

組合員工場の実務者から 9 名、外部か

らは全生連、東京都生コンクリート工

業組合、パシフィックシステム社から

参加して頂いています。この他に、将来

的には登録販売店などから参加して頂

くことも検討して行きたいと考えてい

ます。WG の活動期間としては、現状、

2～3 年程度を想定しています。 

９月 17 日に、第 1 回目の WG を開

催いたしました。都合がつかずに欠席

された方もいらっしゃいましたが、オ

ブザーバーを含めて 26 名の方に出席頂

きました。須田営業本部⾧の挨拶で本

WG の目的・方針などの説明を頂いた

後、配合計画書・納入書の作業の中で苦

労している所や改善点について意見交

換を行いました。その中で、配合計画書

そのものだけでなく配合計画書作成依

頼書までシステム化する意見が出て、

これを検討することが決まりました。 

これから活動を進めて行きますので

ご意見やご提案などがございましたら

技術部までご連絡ください。 
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東京生協ニュ－ス：

2026年度上期 周辺協組出荷実績
わが社のじまん話

本題原稿の執筆依頼を受け、社
内でテーマを募りましたが、複数
回にわたる合併会社ということも
あり、取立てて思い浮かばず、以前
にも投稿した「安全」に関する諸活
動のうち、トピックスに類するこ
とを幾つか紹介します。 
①転倒リスク計測装置での評価 
厚生労働省がプロジェクトを実施
しているように、「転倒」は労働災
害の発生要因でかなりの割合を占
めています。労働者の高齢化が進
む中では今後更なる増加が危惧さ
れます。 

その防止策の一環として本年実
施したのが、横浜国立大学発のベ
ンチャー企業であるＵＮＴＲＡＣ
ＫＥＤ株式会社が開発した「Ｓｔ
Ａ２ＢＬＥⓇ」（特許第６５３４０
１０号、ほか）による社員個々の転
倒リスク数値化評価です。これは、
１分程度の計測で本人の「身体機
能」と「感覚機能」を測定し、「実
年齢」と「立位年齢Ⓡ」との差異を
算出、また、５段階でリスクを評価
するものです。 

この結果を本人はもとより、職
場単位での統計結果も社内公表し、
今後の安全意識高揚の一助として
います。 
②昇降時の動画スロー再生 
生コン製造業において、ミキサー
車のシュート部や運転席からの転
落災害はいまだに後を立たず、そ
の度に「三点支持の徹底」が叫ばれ
ます。  
 しかしながら、同じような災害
が繰り返される要因に「三点支持
は想像よりも難しい」「車両の構造
は画一であるが、運転手個々の体

格や体力（特に腕力や握力）には個
人差がある」ことが挙げられます。
 そこで、運転手全員を対象に昇
降時の動画を撮影し、本人立会で
再生することにより、「三点支持が
常時確実に出来ているか」を確認
しています。本人は実行している
つもりでも、スロー再生すれば、ほ
ぼ同じ位置で出来ていないケース
が意外と散見されます。ここでポ
イントとなるのは、数ケ所あるス
テップや手すりに、１、２、３、…
といった通し番号を付し、各々出
来ていない箇所を具体的に番号で
特定することにより、本人が納得
の上で、その番号と今後の取組み
目標を控室に掲示しています。 
③中央労働災害防止協会「安全行
動調査」の有効活用 
 ご存知かと思いますが、中災防
による安全支援業務の一つに「安
全行動調査」があります。 
 これは、マークシート方式によ
る７８項目の設問に回答すること
により、回答者個々の「エラー傾向」
や「パーソナリティー傾向」が診断
されます。当社では、結果を本人に
フィードバックするだけでなく、 
指摘された傾向を踏まえ、翌年 1 年
間の「安全行動宣言」を工場社員が
それぞれ策定し、職場に掲示して
います。 
 以上幾つか紹介しましたが、労
働災害の大半は「不安全行動」に起
因することを鑑み、『「安全第一で
無災害」がわが社のじまん』と公言
できるよう様々な取組みを今後も
展開していきます。 


